
７月23日、24日の２日間の日程で、令和８年度第２回「市

町村長特別セミナー」及び「管理職特別セミナー」を開催し、

全国各地から81人の市町村長、管理職等の皆様にご参加いた

だきました。

初日は、まず、「地方自治の本旨～地方分権改革の検証と課

題～」と題して、前最高裁判所判事／東京大学名誉教授の宇

賀克也氏から、これまで長年にわたり進められてきた地方分

権改革が、どのような成果を上げてきたのか、また、どのよ

うな課題を残しているのかについて、ご講演いただきました。

参加者からは、「地方分権の歩みをていねいにたどりながら１

つ１つ検証と今後の課題について解説をしていただき、今後

に活きるものとなった」、「人口減少、職員の人材確保、事務

負担を考えた時に、広域的な連携について検討していく必要

があると感じた」、「地方自治体の置かれている現状を理解し、

改めてその存在意義を考える出発点となるお話だと思った」

などの感想をいただきました。

続いて、「学びの進化と人の未来～地域の時代を迎えて～」

と題して、総合地球環境学研究所所長の山極壽一氏から、こ

れからは地域の時代であるということを、40年以上にわたり

アフリカのジャングルでゴリラと暮らし人間の本質を見つめ

てきた経験をもとにお話しいただきました。参加者からは、

「専門のゴリラ研究や人類の進化の側面から今後の『地域の時

代』の方向性をとらえる視点は大変目新しく、参考になった」、

「コロナ期に考えさせられた『人、社会とは？』に対する答え

のヒントをもらえたように感じた」、「人口減少を単なる課題

ではなく地域の可能性と捉え、住民同士が支え合う共同体の

重要性を感じた」などの感想をいただきました。

２日目は、まず、「人口減少時代の自治体DX戦略～生成AI

で職員不足に立ち向かう全庁的アプローチ～」と題して、一

般社団法人日本デジタルトランスフォーメーション推進協会

代表理事の森戸裕一氏から、人口減少時代の自治体経営にお

けるDX戦略と、その実現に向けたリーダーシップについて、

自治体経営の現在地、生成AIの現在地、首長が背負うAIガバ

ナンス、管理職のリスキリング、EBPM×総合計画×To-Be

の事例等を交え、ご講演いただきました。参加者からは、「着

眼点が正確で、本格的にAIを導入するインセンティブになっ

た」、「豊富な事例とともに、管理職の意識改革まで詳しく解

説いただき、できることから取り組みたいと考えた」、「総合

計画を現在、改定に向けて取り組んでいる。AIを活用し、分

析、今後のアプローチを含めより町民がわくわくするような

計画にしたい」などの感想をいただきました。

最後に、「労働力希少社会における自治体の人材確保・定着

戦略～働き続けられる組織の設計～」と題して、亜細亜大学

経済学部長・教授の権丈英子氏から、労働力希少社会の到来

を踏まえ、自治体の人材確保、ライフスタイルの変化、女性・

若者に選ばれる地域・組織、生産性向上と働き方改革、人に

選ばれる戦略等について、ご講演いただきました。参加者か

らは、「歴史的な背景、思想の変化、データを活用した考察等

を通じて人材の確保や定着の戦略についてのヒントを提示い

ただきとても参考になった」、「労働力希少社会の仕組みがわ

かり、取り組みを変えていかないと、人材確保が難しいこと

が学べた」、「自治体においても、働き続けたいと思える職場

づくりが重要だと感じた」などの感想をいただきました。
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